
改正水道法で義務付けられた水道管路の
予防保全型維持管理ツールが手引書としてまとめられる

解説：国交省版『DXを用いた漏水調査等の
スクリーニング技術についての導入の手引き』

DXを用いて、今やるべき水道管路の漏水管理はどうあるべきなのか? 今注目されている漏水等に

よる道路陥没等の事故。漏水防止は、有効率の向上視点に加えて今、危機管理視点が問われて

いる。しかし、多くの現場では「何から手をつければいいのか分からない」という声が絶えません。

本セミナーでは、当社が長年培ってきた漏水調査の現場力とDX技術の融合により、現場で本当に

役立つ活用手法をわかりやすく紹介します。

日時 2025 年 12 月 3 日(水) / 10 日(水)

10:00～10：30※セミナー内容は両日ともに同じです。

申込 右下二次元 コードから申込フォームにて
またはメール申込(e-honbu@fujitecom.co.jp)

形式 zoomによるweb視聴

お問い合わせ：営業推進グループ
TEL：03-5825-2588

埼玉県南水道企業団、水道技術研修センター、さいたま市水道局を経て、
2019年より現職。JICAプロジェクト(ラオス・ブラジル)にも無収水対策等水道事
業専門家として長く携わる。事業体では、漏水管理部所を皮切りにその後も委
員会委員として有効率向上対策に関わりながら、水道施設の設計・現場監督、
長期構想策定と認可設計、防災や人材育成まで幅広く手掛けてきた。現在は
それらの経験を活かし、国内外を問わず、多くの受講者に有効・有収率の向上
を始めとした水道管路維持管理研修を担っている。

講師 下村 政裕 (フジテコム研修グループ顧問)

『現場が変わる！自治体インフラDX実践セミナー』

内容 本手引きの一般フロー

DX技術導入事例

導入の流れと留意点

費用 無料

― 事業体様限定 ―
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